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①市民アンケート調査

（１）調査目的
　�　本調査は、第２期総合戦略策定に関する基礎資料とするため、市民の第１期総合戦略の
政策に対する満足度や重要度等を把握するために実施するものである。

（２）実施時期
　�　平成31年１月14日（月）～平成31年１月31日（木）

（３）調査対象
　�　五島市内在住の満19歳以上の男女2,500人

（４）抽出方法
　�　無作為抽出法

（５）調査方法
　�　郵送による配付・回収

（６）配布回収結果
　�　本調査の配布及び回収結果は下記表のとおりである。

　　※小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が合わない場合がある

�

地区別人口
（Ａ）

人口比
（Ｂ）

無作為人数（Ｃ）
=2,500名×（Ｂ）

サンプル数
（送付数） 有効回答数 回収率

福 江 地 区 23,133 62.5％ 1,562 1,562 468 30.0％

富 江 地 区 4,536 12.3％ 306 306 83 27.1％

玉之浦地区 1,280 3.5％ 86 86 20 23.1％

三井楽地区 2,635 7.1％ 178 178 43 24.2％

岐 宿 地 区 3,227 8.7％ 218 218 67 30.7％

奈 留 地 区 2,211 6.0％ 149 149 41 27.5％

無 回 答 - - - - 6 -

合　計 37,022 100.0％ 2,500 2,500 728 29.1％

総合戦略策定に向けたアンケート調査等
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約８割の市民が「住みやすい・どちらかといえば住みやすい」と回答

⃝�全体では「どちらかといえば住みやすい」が48.5％で最も多く、「住みやすい」を含めると79.0％
となる。平成27年の前回調査（以下「前回調査」という）と比べ、「住みやすい」が9.8ポイント
増加した。
⃝�年代が高くなるにつれて「住みやすい」の割合が増加し、70歳以上では「住みやすい」と「どち
らかといえば住みやすい」の合計は84.8％となる。
⃝��地区別では、奈留地区で「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」の合計が41.5％と平
均を30ポイント以上下回るなど評価の違いがみられた。

［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

�

問１ 住みやすさ

現在の生活環境を総合的にみて、今の五島市は“住みやすいまち”だと思いますか。（単一回答）

　　　　　　　　　　　　

住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

不明

前回（H27）
N=728

（％）0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0

30．5
20．4

48．5
51．1

15．7
18．2

4．3
8．1

1．1
2．1

今回（H31）

全体（N=728）
男性（N=327）
女性（N=393）

10代・20代（N= 21）
30代（N= 51）
40代（N=101）
50代（N=114）
60代（N=189）

70歳以上（N=249）
福江地区（N=464）
富江地区（N= 83）
玉之浦地区（N= 20）
三井楽地区（N= 43）
岐宿地区（N= 67）
奈留地区（N= 41）

性　　別

年 齢 別

居住地別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
住みやすい どちらかといえば

住みやすい
どちらかといえば
住みにくい 住みにくい 不明

30．5 48．5 15．7 4．3 1．1
0．334．9 44．6 15．3 4．9

27．2 52．4 15．8 3．8 0．8
23．8 47．6 28．6 0．0
23．5 35．3 29．4 9．8 2．0

1．026．7 49．5 16．8 5．9
23．7 55．3 15．8 4．4 0．9
25．4

41．4 43．4 10．4 4．0 0．8
33．8 49．1 13．7 2．8 0．6

24．1 55．4 16．9 3．6 0．0
35．0 50．0 10．0 5．0 0．0

27．9 58．1 9．3 4．7 0．0

12．2 29．3 41．5 17．1 0．0
26．9 44．8 19．4 7．5 1．5

55．0 16．9 2．6 0．0
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約８割の市民が「住み続けたい」と回答

⃝�全体では「住み続けたい」が80.4％で最も多い。「住み続けたい」は前回調査に比べ5.5ポイント
増加した。
⃝�「住み続けたい」は高年代ほど高まる傾向がみられた。なお、10～ 30代の若者の定住意向は前
回調査とほぼ同様の値であった。

［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

�

問２ 居住意向

あなたは、これからも五島市に住み続けたいと思いますか。（単一回答）

住み続けたい

（五島市内で）別の場所に移りたい

別の市や町に移りたい

県外に移りたい

不明

前回（H27）今回（H31）
N=728

（％）0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 90．0

80．4
74．9

3．7
4．8

6．0
9．2

1．8
3．0

8．1
8．1

不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=728）
男性（N=327）
女性（N=393）

10代・20代（N= 21）
30代（N= 51）
40代（N=101）
50代（N=114）
60代（N=189）

70歳以上（N=249）
福江地区（N=464）
富江地区（N= 83）
玉之浦地区（N= 20）
三井楽地区（N= 43）
岐宿地区（N= 67）
奈留地区（N= 41）

性　　別

年 齢 別

居住地別

住み続けたい （五島市内で）
別の場所に移りたい 別の市や町に移りたい 県外に移りたい

80．4 3．7 8．1 6．0 1．8
85．9 1．5 5．8 6．1 0．6
76．6 5．3 9．9 6．1 2．0

52．4 28．6 14．3 4．80．0
56．9 5．9 23．5 9．8 3．9

71．3 4．0 10．9 13．9 0．0
79．8 2．6 9．6 7．0 0．9
84．7 5．3 4．8 4．2 1．1
89．2 2．8 4．0 2．4

1．6
80．3 3．0 8．8 6．4 1．5
84．3 7．2 6．0 1．2

1．2

90．0 0．010．0 0．0
83．7 7．0 4．7 4．7 0．0

70．7 4．9 14．6 9．8 0．0
80．6 3．0 7．5 6．0 3．0
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「保健・医療」、「交通」などが主な要因に

⃝�全体では「保健・医療に関するサービスや施設が不十分」が36.3％で最も多く、「道路事情や交通
の便が悪い」が26.5％で続いている。
⃝�前回調査と比べると上位３項目についての変動はないが、前回調査で４番目に多かった「市内に
適当な職場がない」が今回調査では10.7ポイント低下し８番目となった。

［単純集計（%）］

�

問３ 五島市から移りたい理由

五島市から移りたいと思う理由をお答えください。（複数回答）

保健・医療に関するサービスや施設が不十分

道路事情や交通の便が悪い

日常の買い物が不便

子どもの教育環境が不十分

福祉のサービスや施設が不十分

スポーツ・レクリエーション施設や文化施設が不十分

地域の行事や近所づきあいが面倒

市内に適当な職場がない

芸術・文化に触れる機会が少ない

自然の減少・環境の悪化が進んでいる

ごみやし尿の処理が不十分

情報の収集や発信が容易でない

火災、地震、水害などの安全性が不十分

その他

不明

N=102

36．3
33．4

26．5
25．7

21．6
19．3

10．8
6．7

10．8
4．9

9．8
3．4

7．8
5．8

7．8

6．9

18．5

11．5

2．0
5．8

1．0
1．8

1．0
1．2

1．0
1．1

19．6
20．1

11．8
9．1

0．0 5．0 10．0 15．0 20．0 25．0 30．0 35．0 40．0

前回（H27）今回（H31）
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五島に戻る際に不安だったことは「島外へのアクセス」がトップ

１．島外に住んだことはあるか（単一回答）（％）
⃝�全体の74.9％が「（島外に住んだことが）ある」と回答した。

２．五島市へ来るまたは戻る際に不安に思ったこと（％）
⃝�「島外への交通アクセスが悪い」が47.7％で最も多く、「買物する場所が少なく不便」が29.2％、「希
望する勤め先がない」が23.3％で続いている。�

問４ 島外に住んだ経験及び戻ってくる際に不安だったこと

あなたは今までに島外に住んだことはありますか。（単一回答） 五島市へ来るまたは戻られる際に不安に思ったことは何ですか。（複数回答）

ない
25．1

ある
74．9

N=728

島外への交通アクセスが悪い

買物をする場所が少なく不便

希望する勤め先がない

レジャー施設などの遊び場が少ない

地域との関わりや風習等が煩雑

同世代が少ない

希望する学校・学習環境がない

結婚・子育てなどに不安

治安が悪い

その他

特に不安に思うことは無かった

不明

47．7

29．2

23．3

20．6

11．7

10．2

7．0

5．9

4．0

0．2

6．6

20．6

5．5

0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0

N=528

希望の住まいがない、家賃や交通費など
生活にかかる費用が高い
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「農林水産業」、「観光関連サービス業」などを重要視

⃝�「農林水産業」が55.0％で最も多く、「観光関連サービス業」が33.6％、「医療・健康関連サービス業」
が28.6％で続いている。

問５ 経済を活性化させ、雇用を創出するために力を入れるべき分野

島の経済を活性化させ、雇用を創出するためには、どの分野に力を入れるべきだと思いますか。（複数回答）

（％）

農林水産業

観光関連サービス業

医療・健康関連サービス業

福祉関連サービス業

製造業

卸売・小売業・飲食店

情報関連サービス業

教育関連サービス業

建設業

運輸・通信業

スポーツ関連サービス業

電気・ガス・水道業

その他のサービス業

生活関連サービス業

デザイン・広告関連サービス業

専門サービス業

金融・保険業、不動産業

不明

55．1

33．7

28．7

26．6

25．8

14．4

9．6

8．0

7．0

6．9

6．5

6．3

2．3

2．2

1．8

0．8

0．5

11．1

0．8

N=728

0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0

資源リサイクル・環境保全
関連サービス業
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「島外交通」の満足度が低く、「再エネ」の満足度が最も高い

⃝�“満足”、“やや満足”の合計は「再生可能エネルギー産業の創出」が41.0％で最も高く、「安全な
生活の確保」、「保健・医療の充実」、「スポーツを通じた交流促進」が続いている。
⃝�一方、“不満”、“やや不満”は「島外との交通環境の充実」が43.1％で最も高く、「市内の交通環境」、
「商工業振興・新産業育成」などが続いている。
�

問６ 施策の満足度

五島市ではさまざまな分野の施策を展開していますが、現在の満足度を５段階評価でお答えください。（単一回答）

無回答 N=728満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
総合満足度

島外との交通環境の充実
市内の交通環境の充実

商工業振興・新産業の育成
自然環境の維持保全

UIターン促進
生活環境の充実
教育のしまづくり

結婚・出産・子育て支援
水産業の振興
農林業の振興

物産・ブランドの振興
保健・医療の充実
観光による交流拡大

地域コミュニティの維持・活性化
経営的視点を持った行政運営
広報戦略（島外へ情報発信）

健康長寿のしまづくり
情報基盤の整備・行政からの情報発信

国際交流の促進
安全な生活の確保
循環型社会の推進

文化の振興
地域福祉の推進

持続可能な財政運営
スポーツを通じた交流促進

生涯学習の推進
人権・男女共同参画の推進

再生可能エネルギー産業の創出
障がい者福祉の推進

1.1 8.9 62.2 15.5 5.1 7.1

1.0 9.8 67.4 13.0 1.4 7.4

1.1 8.0 60.6 16.8 5.6 8.0

1.1 8.0 65.7 13.0 4.5 7.7

1.8 15.0 58.1 14.8 3.4 6.9

1.5 16.2 59.6 13.0 2.9 6.7

1.9 17.4 56.2 15.2 2.6 6.6

4.5 25.4 39.3 17.0 7.4 6.3

3.3 18.4 59.1 11.0 1.8 6.5

4.5 26.8 43.4 15.0 4.3 6.0
3.8 22.4 49.5 13.5 4.7 6.2

1.8 13.9 43.5 23.4 10.6 6.9

3.2 25.4 37.2 21.2 6.5 6.6

2.6 23.2 45.9 16.2 4.9 7.1

1.5 13.6 50.1 20.2 7.1 7.4
2.3 12.8 51.8 19.8 6.2 7.1

2.9 17.6 36.3 23.8 13.3 6.2
2.3 22.4 26.1 28.3 14.8 6.0

3.2 23.2 45.3 17.7 3.8 6.7

2.1 17.0 50.4 17.9 5.6 7.0

2.6 22.5 45.9 17.4 4.5 7.0

3.3 26.6 45.7 13.3 4.0 7.0

3.7 17.9 43.1 20.5 7.8 7.0

3.3 24.2 41.2 17.9 5.9 7.6

7.6 33.4 37.4 10.2 4.0 7.6

0.8 9.1 47.9 23.4 11.4 7.4

3.2 19.8 44.6 18.4 6.6 7.4

2.6 17.3 47.4 18.5 7.3 6.9
1.9 13.3 52.9 19.1 5.9 6.9

1.1 17.7 39.7 18.3 4.1 19.1
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［前回調査との満足度指数比較］※今回調査で満足度が高い順

24施策中15施策の満足度指数が上昇。特に「観光」についての改善意識が顕著

※�「満足度指数」は、満足度と不満度を一体的に数値化したものであり、「満足」の回答を２点、「や
や満足」を１点、「どちらともいえない」を０点、「やや不満」を－１点、「不満」を－２点として
得点化し、回答数で割り戻した数値。

満足度

-0．60　-0．50　-0．40　-0．30　-0．20　-0．10　0．00　0．10　0．20　0．30　0．40

再生可能エネルギー産業の創出

安全な生活の確保

スポーツを通じた交流促進

障がい者福祉の推進

循環型社会の推進

健康長寿のしまづくり

保健・医療の充実

情報基盤の整備・行政からの情報発信

広報戦略（島外へ情報発信）

観光による交流拡大

地域福祉の推進

生涯学習の推進

生活環境の充実

文化の振興

人権・男女共同参画の推進

物産・ブランドの振興

地域コミュニティの維持・活性化

水産業の振興

UIターン

持続可能な財政運営

農林業の振興

国際交流の促進

結婚・出産・子育て支援

教育のしまづくり

経営的視点を持った行政運営

市内の交通環境の充実

自然環境の維持保全

島外との交通環境の充実

商工業振興・新産業の育成

0．33
0．13

0．13
0．13
0．11

0．08

0．04
0．03
0．03

0．03

0．01

0．01

0．01

0．00
0．00

0．04

0．07

‒0．06

‒0．01

‒0．03

‒0．03
‒0．04

‒0．06

‒0．09
‒0．11

‒0．12
‒0．13

‒0．15

‒0．16

‒0．16

‒0．19
‒0．19

‒0．26
‒0．29

‒0．29
‒0．33

‒0．37
‒0．38

‒0．49

‒0．16

‒0．13

‒0．05

‒0．18

‒0．30

‒0．26

‒0．23

‒0．16

‒0．08

‒0．38

0．05

0．18

0．17

前回（H27）今回（H31）

低い（最大△2．0） 高い（最大 2．0）
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「保健・医療」、「島外との交通環境」、「農林業振興」などを重視

⃝��満足度の評価が高かった「保健・医療の充実」が24.5％で最も高く、「島外との交通環境の充実」、
「農林業の振興」、「水産業の振興」が続いている。
⃝��前回調査と比較すると、前回調査で重要度が最も高かった「観光による交流拡大」が9.3ポイント
低下し７番目となった。

�

問７ 施策の重要度

次の施策について、今後、“特に重要”と思うものを３つまで選び、取り組むべき内容などをお書きください。（複数回答）

保健・医療の充実
島外との交通環境の充実

農林業の振興
水産業の振興
UIターン促進

結婚・出産・子育て支援
観光による交流拡大
物産・ブランドの振興
安全な生活の確保
健康長寿のしまづくり
生活環境の充実

商工業振興・新産業の育成
自然環境の維持保全

教育のしまづくり
市内の交通環境の充実

再生可能エネルギー産業の創出
持続可能な財政運営

広報戦略（島外へ情報発信）
障がい者福祉の推進

地域コミュニティの維持・活性化
地域福祉の推進

経営的視点を持った行政運営
情報基盤の整備・行政からの情報発信

文化の振興
スポーツを通じた交流促進

生涯学習の推進
国際交流の促進
循環型社会の推進

人権・男女共同参画の推進

（％）
24．5

23．7

23．0
17．6

20．0
17．9

20．0

17．0
18．1

16．3

11．7

10．9
7．7

10．7

13．3

9．9
6．6

9．8

9．4

7．8

7．4

6．6

6．1

5．4

5．0

4．6

4．6

4．6
8．4

4．3

3．4

2．7

2．6
1．8
2．1
3．2

1．3
2．5

1．3
2．3

0．8
1．6

0．3
1．6

3．9

8．4

8．8

9．7

25．6

24．7

21．0

前回（H27）今回（H31）
N=625

302520151050
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「島外交通」、「農林業」、「水産業」、「UIターン」、「結婚・子育て」などが重点課題

⃝��満足度が低く重要度が高い分野としては、「島外との交通環境の充実」、「農林業の振興」、「水産業
の振興」、「結婚・出産・子育て支援」などが該当し、本市の重点課題であるといえる。
⃝�また、「保健・医療の充実」、「観光による交流拡大」は満足・重要度とも高く、本市の“強み”と
してさらに伸ばしていく分野といえる。

�

参考 施策の重要度及び満足度指数

満足度指数平均 -0．06

重
要
度
平
均 

9．3％

30．0

25．0

20．0

15．0

10．0

5．0

0．0
-0．40　　　-0．30　　　-0．20　　　-0．10　　　0．00　　　0．10　　　0．20　　　0．30　　　0．40

重 

要 

度

高

低

高低 満足度指数

重要度が高く満足度指数が低い分野 重要度が高く満足度指数も高い分野

重要度が低く満足度指数も低い分野 重要度が低く満足度指数が高い分野人権・男女共同参画

保険・医療の充実

農林業の振興
島外との交通環境の充実

水産業の振興
UI ターン促進

結婚・出産・子育て支援
観光による交流拡大

物産・ブランドの振興

安全な生活の確保
健康長寿のしまづくり

生活環境の充実

商工業振興・
新産業の育成 自然環境の維持保全

教育のしまづくり

市内の交通環境の充実 持続可能な財政運営 再生可能エネルギー産業の創出

広報戦略 障がい者福祉の推進

地域コミュニティ
の維持・活性化

地域福祉の推進

経営的視点を
持った行政運営

情報基盤の整備・行政からの情報発信
文化の振興

スポーツを通じた交流促進生涯学習の推進国際交流の促進
循環型社会
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「感じている」が前回調査に比べ10.1ポイント増加

⃝��「（愛着を）感じている」が46.6％で最も多く、「どちらかといえば感じている」が34.1％で続い
ている。「感じている」は前回調査に比べ10.0ポイント増加し、「感じていない」、「どちらかとい
えば感じていない」はともに減少した
⃝��地域別では三井楽地区の「感じている」が69.8％と平均に比べ23.1ポイント上回っているなど、
愛着が強いことがうかがえる。

［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

�

問８ 五島市への愛着

あなたは五島市に愛着や親しみを感じていますか。（単一回答）

感じている

どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない

感じていない

わからない

不明

N=728

50．045．040．035．030．025．020．015．010．05．00．0

46．6
36．6

42．1
34．1

6．7

3．2

4．1
5．3
5．4

1．4

7．0

7．6

前回（H27）今回（H31）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=728）
男性（N=327）
女性（N=393）

10代・20代（N= 21）
30代（N= 51）
40代（N=101）
50代（N=114）
60代（N=189）

70歳以上（N=249）
福江地区（N=464）
富江地区（N= 83）
玉之浦地区（N= 20）
三井楽地区（N= 43）
岐宿地区（N= 67）
奈留地区（N= 41）

性　　別

年 齢 別

居住地別

46．6
47．7
45．8
42．9

33．3
46．5
50．9

41．8
50．6

50．6
35．0

43．3
36．6 43．9 4．9 7．3 7．3

37．3 6．0 4．5 3．0 6．0
69．8 18．6 11．6

25．0 10．0 20．0 10．00．0
34．9 2．4 4．8 7．2 0.0

0.0

45．3 34．8 8．3 3．63．8 4．1
28．1 5．21．2 4．4 10.4
42．3 2．6 4．2 3．2 5.8
34．2 6．1 2．6 5．3 0．9

33．7 11．9 3．0 4．0 1．0
35．3 17．6 7．8 5．9 0．0

33．3 14．3 9. 5 0．0
34．9 6．4 3．1 5．1 4．8
33．3 7．3 3．4 2．8 5．5
34．1 6．7 3．2 4．1 5．4

感じている どちらかといえば
感じている

どちらかといえば
感じていない 感じていない わからない 不明

0.0
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②高校生アンケート調査

（１）調査目的
　�　本調査は、第２期総合戦略策定の基礎資料として、高校生のUIターン意向や仕事、まち
づくり全般に対する意見を把握するために実施するものである。

（２）実施時期
　�　平成30年12月27日（木）～平成31年１月31日（木）

（３）調査対象
　�　五島市に居住する高校１年生及び２年生　（※奈留高校のみ３年生も実施）
　　（高校）
　　五島高等学校／五島南高等学校／五島海陽高等学校／奈留高等学校／
　　鶴南特別支援学校五島分校

（４）調査方式及び回収結果
　�　各高校にて配布。526人の回答を得た。

（５）設問項目
　　１．属性（性別、学年、住まい、高校名）（単一回答）
　　２．卒業後の進路（単一回答）
　　３．就職時の優先事項（複数回答）
　　４．就職希望職種（複数回答）
　　５．島内居住意向（単一回答）
　　６．居住希望地（記述回答）
　　７．島外居住理由（複数回答）
　　８．将来の帰島意向（単一回答）
　　９．帰島のタイミング（単一回答）

（６）報告書の見方
　�　回答は、原則として、各質問の調査数を基数（N）とした百分率で表し、小数第２位を四
捨五入している。このため、百分率の合計が100％にならない場合がある。また、２つ以上
の回答ができる複数回答の質問では、回答比率の合計が100％を超える場合がある。
　�　グラフ内の数値表記については、１％以下の値は表記していない。�

総合戦略策定に向けたアンケート調査等



94

約８割の高校生が「進学（大学、専門学校など）」を希望

⃝��全体では「進学」が77.0％で最も多く、「就職」が16.0％で続いている。平成27年の前回調査（以
下「前回調査」という）に比べ、「進学は」5.0ポイント増加し、「就職」は4.3ポイント減少した。
⃝��男女別で見ると「就職」は男性が女性に比べ9.7ポイント高く、「進学」は反対に女性が男性に比
べ17.2ポイント高い。
⃝��高校別で見ると五島高等学校は９割以上が「進学」となっており、「五島南高等学校」、「鶴南特別
支援学校五島分校」は５割以上が「就職」の意向を示している。

�［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

問１ 卒業後の進路

卒業後の希望する進路をお答えください。（単一回答）

就職

進学（大学、専門学校など）

未定

不明

N=526

10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 90．00．0

16．0

77．0

6．5

0．6
0．5

7．1

72．0

20．3

前回（H27）今回（H31）

（％）

全体（N=526）

男性（N=249）

女性（N=269）

五島高等学校（N=299）

五島南高等学校（N= 46）

五島海陽高等学校（N=149）

奈留高等学校（N= 24）

鶴南特別支援
学校五島分校（N= 7）

就職 進学 未定 不明

16．0

20．9

11．2

2．3

54．3

28．9

20．8

57．1 0．0 0．042．9

75．0 4．2 0．0

59．7 10．7

34．8 10．9 0．0

0．7

94．3 3．0 0．3

85．9 3．0 0．0

68．7 10．0 0．4

77．0 6．5 0．6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女別

高校別
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「能力・専門性が生かせる」、「給料」、「働きがい」を重視

⃝��全体では「自分の能力・専門性が生かせる」が43.2％で最も多く、「給料が高い」が38.2％で続い
ている。
⃝��問１で「就職」と回答した者の状況を見ると「給料が高い」が48.8％で最も多く、「働きがいがある」
が34.5％で続いている。前回調査と比較すると、上位三項目に変動はないが、「給料が高い」が3.8
ポイント増加し、「働きがいがある」が4.1ポイント減少している。
⃝��男女別で見ると、男性も女性も「自分の能力・専門性が生かせる」、「給料が高い」、「働きがいがある」
の順で高くなっており性別による大きな意識の違いは見られない。

�［単純集計（%）］

問２ 就職時の優先事項

高校又は大学・専門学校卒業後、就職先を決定するうえで、優先することは何ですか。（複数回答）

自分の能力・専門が生かせる

給料が高い

働きがいがある

経営が安定していて長く続けられる

親元を離れて自立する

休日・休暇が多い

職場の人間関係

家庭の事情

生活費が安い

自宅から通勤できる

一度ふるさとを出てみたい

社風がよい

残業が少ない

寮がある

家族や友人など、親しい人がいる

転勤がない（少ない）

ふるさとに住みたい

企業の知名度

その他

不明

43．2

38．2

34．6

24．0

14．8

14．3

13．1

12．0

10．1

8．0

7．0

6．8

6．3

5．9

5．5

4．8

4．6

2．5

1．5

1．9

N=526

0．0 5．0 10．0 15．0 20．0 25．0 30．0 35．0 40．0 45．0 50．0
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［問１で「就職」と回答した者の状況（％）］

N=84

60．0

29．8
24．3

15．5
10．6

4．8
1．2

3．2
1．2

1．2
0．5

3．6
0．0

4．8
5．3

7．1
13．2

7．1
9．0

9．5
9．0

8．3
11．1

9．5
7．4

9．5
11．1

9．5
8．5

10．7
10．6

19．0
13．2

19．0
14．8

19．0
18．0

48．8
45．0

34．5
38．6

50．040．030．020．010．00．0

前回（H27）今回（H31）

自分の能力・専門が生かせる

給料が高い

働きがいがある

経営が安定していて長く続けられる

親元を離れて自立する

休日・休暇が多い

職場の人間関係

家庭の事情

生活費が安い

自宅から通勤できる

一度ふるさとを出てみたい

社風がよい

残業が少ない

寮がある

家族や友人など、親しい人がいる

転勤がない（少ない）

ふるさとに住みたい

企業の知名度

その他

不明
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［男女別クロス集計（%）］

自分の能力・専門が生かせる

給料が高い

働きがいがある

経営が安定していて長く続けられる

親元を離れて自立する

休日・休暇が多い

職場の人間関係

家庭の事情

生活費が安い

自宅から通勤できる

一度ふるさとを出てみたい

社風がよい

残業が少ない

寮がある

家族や友人など、親しい人がいる

転勤がない（少ない）

ふるさとに住みたい

企業の知名度

その他

不明

N=518

50．040．030．020．010．00．0

12．0

9．6
6．7

6．8
4．5

6．4
2．6

7．6
12．3

13．7
14．9

38．2
37．5

14．1
14．1

6．4
7．1

20．9

5．2
4．5

6．4
6．3

4．0
7．8

2．4

41．0

36．9
33．5

11．6
14．9

7．6
6．7

1．2
1．9

0．4
2．6

46．1

2．6

27．5

11．9

女性男性
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「医療」、「公務」、「教育」などの関心が高い

⃝��全体では「医療」が30.6％で最も多く、「公務」が23.2％で続いている。
⃝��問１で「就職」と回答した者の状況を見ると「公務」が28.6％で最も多く、「サービス業」が
22.6％で続いている。前回調査と比較すると、「公務」が12.7ポイント、「サービス業」が9.9ポイ
ント増加し、「製造業」が13.6ポイント減少している。
⃝��男女別で見ると、男性は「公務」、女性は「医療」が最も多くなっている。

�［単純集計（%）］

問３ 就職希望職種

高校又は大学・専門学校卒業後、どのような業種に就職したいと思いますか。（複数回答）

医療
公務
教育
福祉

サービス業（他に分類されないもの）
専門･技術サービス業（広告業など）

情報通信業
生活関連サービス業（理容・美容など）

飲食サービス業
建設業
製造業

学術研究（研究機関）
宿泊業
娯楽業
漁業
金融業
農業

学習支援業
小売業
不動産業
電気
保険業
運輸業
卸売業
郵便業

物品賃貸業
林業

複合サービス事業（農協・生協など）
ガス
鉱業
砕石業

砂利採取業
熱供給
水道業
不明

N=526

35．030．025．020．015．010．05．00．0
30．6

23．2
19．2

13．7
12．0

10．3
8．7
7．2

5．5
4．9
4．9
4．8
4．6
4．2
3．2
3．2
2．9
2．9
2．5
1．7
1．5
1．5
1．3
1．3
1．1
0．8
0．4
0．4
0．2
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
1．7
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［問１で「就職」と回答した者の状況（％）］

35．030．025．020．015．010．05．00．0

前回（H27）今回（H31）

N=84

医療

公務

教育

福祉

サービス業（他に分類されないもの）

専門･技術サービス業（広告業など）

情報通信業

生活関連サービス業（理容・美容など）

飲食サービス業

建設業

製造業

学術研究（研究機関）

宿泊業

娯楽業

漁業

金融業

農業

学習支援業

小売業

不動産業

電気

保険業

運輸業

卸売業

郵便業

物品賃貸業

林業

複合サービス事業（農協・生協など）

ガス

鉱業

砕石業

砂利採取業

熱供給

水道業

不明

28．6
15．9

22．6
12．7

17．9
18．0

10．7
3．2

10．7
3．2

13．2
8．3

7．1
3．7

6．0
5．3

6．0
4．8

4．8
2．6

4．8
3．2

3．6
2．6

3．6
2．1

3．6
2．1

2．4
3．2

2．4
7．4

2．4
2．6

2．4
3．2

1．2
1．6

1．2
0．5

1．2
0．0

0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0

0．0
0．0

2．1
0．0

1.1
0．0

0．5
0．0

2．1
0．0

5.3
0．0

8．3
12．7

9．5
3．2

15．5
29．1
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［男女別クロス集計（%）］

医療

公務

教育

福祉

サービス業（他に分類されないもの）

専門･技術サービス業（広告業など）

情報通信業

生活関連サービス業（理容・美容など）

飲食サービス業

建設業

製造業

学術研究（研究機関）

宿泊業

娯楽業

漁業

金融業

農業

学習支援業

小売業

不動産業

電気

保険業

運輸業

卸売業

郵便業

物品賃貸業

林業

複合サービス事業（農協・生協など）

ガス

鉱業

砕石業

砂利採取業

熱供給

水道業

35．030．0 45．040．025．020．015．010．05．00．0

N=516女性男性

4．4
1．5

0．8

6．8

8．0
2．2

8．4
1．9

3．2

0．4

15．7
2．6

2．8

1．6
0．7

0．8
1．9

2．8
2．2

4．0
0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0

2．6

1．6
1．5

3．2
0．4

1．6

3．6
5．9

13．3
7．4

4．0
4．8

3．6
6．7

4．0
10．4

6．0

14．1

2．4
3．3

19．3

10．0

0．4

10．0
14．1

30．5
17．1

0．4

16．7

41．6

23．8

2．2
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「島外に住むと思う」が最多。「島内に住み続けると思う」が５ポイント増加

⃝��全体では「島外に住むと思う」が35.7％で最も多く、「わからない」が33.8％で続いている。
⃝��前回調査と比較すると「島外に住むと思う」が4.1ポイント減少しており、「島内に住み続けると
思う」が5.1ポイント増加している。
⃝��男女別に見ると女性の「島外に住むと思う」が男性よりも12.7ポイント高くなっている。
⃝��高校別でみると、鶴南特別支援学校五島分校は「島内に住み続けると思う」が８割を超えており、
奈留高等学校は「島外に住むと思う」が６割を超えている。

�［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

問４ 島内居住意向

あなたは高校や大学・専門学校卒業後、「島内」に住み続けたいと思いますか。（単一回答）

島内に住み続けると思う

島外に住むと思う

わからない

不明

N=526

12．9
7．8

13．5
13．5

35．7

33．8

4．0
4．7

34．1

39．8

前回（H27）今回（H31）

5．0 10．0 15．0 20．0 25．0 30．0 35．0 40．0 45．00．0

できれば島内に住み続けたいが、就職や進学など
の状況次第では島外に住むと思う

不明住み続ける 就職・進学状況
では島外に住む 島外に住む わからない

12．9

15．3

10．8

10．0

19．6

15．4
0．0
4．2 62．5

85．7 0．0 0．014．3

33．3 0．0

13．4 34．2 34．2 2．7

17．4 37．0 26．1 0．0

14．0 35．1 35．1 5．7

15．2 42．0 29．7 2．2

11．6 29．3 37．8 6．0

13．5 35．7 33．8 4．0全体（N=526）

男性（N=249）

女性（N=269）

五島高等学校（N=299）

五島南高等学校（N= 46）

五島海陽高等学校（N=149）

奈留高等学校（N= 24）

鶴南特別支援
学校五島分校（N= 7）

男女別

高校別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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住みたい県・市はともに「福岡」。生活利便性や就職先が影響

⃝��住みたい県は「福岡」が44.8％で最も多く、「長崎」が27.0％で続いている。
⃝��島外に住みたいと思う理由は「買い物をする場所が少なく不便」が39.0％で最も多く、「魅力的な
勤め先が少ない」が30.1％で続いている。前回調査と比較すると、前回最も多かった「魅力的な
勤め先がない」が7.0ポイント減少し、反対に「買い物をする場所が少なく不便」は9.0ポイント
増加している。

［以下、問４で「就職等の状況次第では島外に住む」、「島外に住む」と回答した者の状況（％）］

４-1．卒業後どこに住みたいと思うか

４-2．島外に住みたいと思う理由は何か�

問４-1、2 居住希望地、島外居住理由

卒業後、どこに住みたいと思いますか。島外に住みたいと思う理由は何ですか。（複数回答）

福岡
44．8

N=259 N=259

無回答
12．4

その他
2．7

静岡
0．8広島

0．8
愛知
0．8

神奈川
1．2 京都

1．5

兵庫
1．9
大阪
3．1

東京
3．1

長崎
27．0

無回答
51．0

福岡市
17．4

長崎市
14．7

佐世保市
3．9

諫早市
1．2

久留米市
1．2

北九州市
0．8

横浜市
0．8

その他
9．3

買物をする場所が少なく不便

魅力的な勤め先がない

親元から離れたい・市外や県外でチャレンジしたい

交通の便が悪い

レジャー施設や娯楽場などの遊び場が少ない

その他

不明

家賃や交通費など生活にかかる費用が高い

同世代が少ない（結婚・子育てなどに不安）

地域との関わりや風習等が煩雑

治安が悪い

N=259

39．0
30．0
30．1

37．1
29．3
28．6

22．8
15．1

21．6
21．0

8．9
9．9

3．9
4．4
3．1
5．2

2．7
3．0
1．5
1．4
0．0
0．4

5．0 10．0 15．0 20．0 25．0 30．0 35．0 40．0 45．0（％）0．0

前回（H27）今回（H31）
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「戻りたい」が9.2ポイント減少

⃝��全体では「戻ることはないと思う」が51.7％と「将来的には五島市へ戻りたいと思う」を8.5ポイ
ント上回っている。前回調査と比較すると「戻ることはないと思う」が6.3ポイント増加し、「将
来的には五島市へ戻りたいと思う」が9.2ポイント減少している。
⃝��男女ともに「戻ることはないと思う」が最も多く、性別による大きな意識の違いは見られない。
⃝��高校別でみると、奈留高校が「戻ることはないと思う」が８割を超え最も多くなっている。

［以下、問４で「就職等の状況次第では島外に住む」、「島外に住む」と回答した者の状況］

４-3．将来的には五島市に住みたいと思うか

［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

問４-3、4 将来の帰島意向、帰島のタイミング

将来的には五島市に住みたいと思いますか。どのようなタイミングで戻る可能性がありますか。（単一回答）

将来的には五島市へ戻りたいと思う

戻ることはないと思う

不明

N=259

43．2
52．4

51．7
45．4

5．0
2．2

60．050．040．030．020．010．00．0

前回（H27）今回（H31）

将来的には
戻りたいと思う

戻ることは
ないと思う 不明

43．2 51．7 5．0

47．8 33．6 7．4

46．0 34．8 6．4

43．5 51．7 4．8

44．0 52．0 4．0

47．9 45．1 7．0

18．8 81．3 0．0

全体（N=259）

男性（N=102）

女性（N=154）

五島高等学校（N=147）

五島南高等学校（N= 25）

五島海陽高等学校（N= 71）

奈留高等学校（N= 16）

鶴南特別支援
学校五島分校（N= 0）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女別

高校別
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４-4．どのようなタイミングで戻る可能性があるか。（単一回答）
⃝��全体では「良い仕事があれば」が28.6％と最も多く、「その他、機会があれば」が22.3％で続いて
いる。前回調査と比較すると「良い仕事があれば」が10.9ポイント増加し、「定年後など」が9.9
ポイント減少している。
⃝��男女別に見ると男性は「その他、機会があれば」が34.9％で最も多くなっており、女性は「良い
仕事があれば」が30.9％で最も多くなっている。

［単純集計（%）］

［クロス集計（%）］

五島市に良い仕事があれば、近い将来戻りたいと思う

その他、機会があれば五島市内に住みたいと思う

定年後など、遠い将来は五島市内に住みたいと思う

親の介護などが必要になるなど、遠い将来は五島市内に住みたいと思う

結婚や出産と同時に五島市に戻りたいと思う

市外の仕事や生活が合わなければ、近い将来戻りたいと思う

不明

N=112

30．0 35．0
28．6

17．7
22．3

12．7
20．5

14．3
17．3

8．0
9．2

6．3
10．0

2．7

30．4

25．020．015．010．05．00．0

前回（H27）今回（H31）

6．3

4．7

5．9

7．8

0．0

5．9 32．4 5．9 11．8 20．6 23．5

36．4

33．3 33．3 33．3 0．0

18．2 9．1 0．0 36．4

25．0 6．3 26．6 14．1 20．3

30．9 10．3 22．1 16．2 14．7

25．6 4．7 18．6 11．6 34．9

28．6 8．0 20．5 14．3 22．3全体（N=112）

男性（N= 43）

女性（N= 68）

五島高等学校（N= 64）

五島南高等学校（N= 11）

五島海陽高等学校（N= 34）

奈留高等学校（N= 3）

鶴南特別支援
学校五島分校（N= 0）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校別

男女別

市外の仕事が合わなければ　　五島市に良い仕事があれば　　結婚や出産と同時に
定年後など、遠い将来　　　　親の介護などの際　　　　　　その他、機会があれば

0．0
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③事業所アンケート調査

（１）調査目的
　�　本調査は、第２期総合戦略策定に関する基礎資料とするため、市民の第１期総合戦略の
政策に対する満足度や重要度等を把握するために実施するものである。

（２）実施時期
　�　平成31年２月15日（金）～平成31年２月28日（木）

（３）調査対象
　�　五島市に所在する関係団体・主要企業62社

（４）調査方法
　�　郵送による配付後、FAXにて回収。

（５）配布回収結果
　�　本調査の配布及び回収結果は次のとおりである。
　　

団体・企業 送付数 有効回答数 回収率

一般企業 41 37 90.2%

関係団体 21 18 85.7%

計 62 55 88.7%

（６）報告書の見方
　�　回答は、原則として、各質問の調査数を基数（N）とした百分率で表し、小数第２位を四
捨五入している。このため、百分率の合計が100％にならない場合がある。また、２つ以上
の回答ができる複数回答の質問では、回答比率の合計が100％を超える場合がある。
　�　また、今回は業種ごとの数値を把握するため、企業からの回答を分析するにあたり、下
記の業種を分類したものをクロス集計させ、分析を行っている。

総合戦略策定に向けたアンケート調査等
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一般企業アンケート調査結果

　「水産業」が最も高く、24.3％。「製
造業（食品等）」が16.2％で続いて
いる。

　従業員数は「21 ～ 50人未満」
が最も高く29.7％となった。次い
で「５～ 10人」が27.0％、「11～
20人」が18.9％と続いている。

問１ 業種（単一回答）

問２ 従業員（単一回答）

医療・福祉
2．7

農業
5．4

水産業
24．3

製造業（食品等）
16．2

その他
16．2

製造業（その他）
5．4

Ｎ=37

建設業
5．4

電気・ガス・
水道　2．7

情報通信
5．4

運輸・郵便
10．8

卸売・小売業
（物販）
2．7

娯楽・レジャー
2．7

無回答
2．7

Ｎ=37

5人未満
10．8

5～10人
27．0

11～20人
18．9

21～50人
29．7

51～100人
5．4

100人以上
5．4
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半数近くが「順調な増加」、「やや増加」と回答

⃝��全体では「横這い」が32.4％で最も多くなっている。「順調な増加」、「やや増加」の合計が43.2％
と半数近くとなり、「やや減少」、「かなり減少」の合計を24.3％上回った。
⃝��業種別に見ると製造業が「順調な増加」、「やや増加」の合計が75.0％で最も高い。「やや減少」、「か
なり減少」の合計が最も高いのはその他を除くと農林水産業で27.3％となっている。

�［単純集計（%）］

［業種別クロス集計（%）］

問３ 近年の業績推移

近年（昨年、今年）の業績の推移は。（単一回答）

かなり減少
5．4

N=37

順調な増加
13．5

やや増加
29．7

横這い
32．4

やや減少
18．9

全体（N=37）

農林水産業（N=11）

製造業（N= 8）

建設業（N= 2）

生活サービス業（N= 9）

その他（N= 7）

順調な増加 やや増加 横這い やや減少 かなり減少 わからない

13．5

27．3

25．0

22．2

14．3 14．3 42．9 28．6

33．3 22．2 22．2

50．0

100．0

25．0

45．5 18．29．1

29．7 32．4 18．9 5．4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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半数以上が先行きを“拡大”と回答

⃝�全体では「やや拡大」が27.9％で最も多い。「順調に拡大」「やや拡大」の合計が51.3％に対し、「や
や減少」「かなり減少」の合計が21.6％で29.7％上回った。
⃝�業種別では製造業が「順調に拡大」「やや拡大」の合計が最も高く75.0％。「やや減少」「かなり減
少」の合計が最も高いのはその他を除くと農林水産業で27.3％となった。

�［単純集計（%）］

［業種別クロス集計（%）］

問４ 今後の業績の展望

今後（５年程度を見通した場合）の業績の展望は。（単一回答）

わからない
5．4

N=37

順調に拡大
21．6

やや拡大
29．7

横這いが続く
21．6

やや縮小
13．5

かなり縮小
8．1

順調に拡大 やや拡大 横這いが続く やや減少 かなり減少

全体（N=37）

農林水産業（N=11）

製造業（N= 8）

建設業（N= 2）

生活サービス業（N= 9）

その他（N= 7）

わからない

21．6

18．2

25．0

22．2

28．6 28．6 28．6 14．3

11．1 22．2 22．211．1 11．1

50．0

100．0

25．0

36．4 18．2 18．2 9．1

29．7 21．6 13．5 8．1 5．4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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「地域の景気動向」が最大の理由

⃝��全体では最も多い理由として、「地域の景気動向」が32.4％と半数以上となった。次いで「設備投
資コストの動向」が27.0％、「市内の人口減少」が21.6％となった。

［単純集計（%）］

問４-1 業績展望の理由

上記を選ばれた理由をお書きください。（複数回答）

地域の景気動向

設備投資コストの動向

市内の人口減少

後継者不足など人材確保面の問題

同業他社との競合・競争

人件費コストの動向

取引先との価格交渉・商品単価の動向

全国の景気動向

研究開発・商品開発力の状況

その他

県内・全国の人口動向

環境対応コストの動向

不明

世界市場の動向

原材料等のコストの動向

労働市場の動向

0．0 5．0 10．0 15．0 20．0 25．0 30．0 35．0

N=37

32．4

27．0

21．6

21．6

18．9

18．9

16．2

13．5

13．5

13．5

5．4

5．4

5．4

2．7

2．7
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［業種別クロス集計（%）］

地域の景気動向

設備投資コストの動向

市内の人口減少

後継者不足など人材確保面の問題

同業他社との競合・競争

人件費コストの動向

取引先との価格交渉・商品単価の動向

全国の景気動向

研究開発・商品開発力の状況

その他

県内・全国の人口動向

環境対応コストの動向

不明

世界市場の動向

原材料等のコストの動向

労働市場の動向

0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0

建設業（N=2） 生活サービス業（N=9）　 その他（N=7）　
農林水産業（N=11） 製造業（N=8）　全体（N=37）

32．4
18．2 25．0

50．0
44．4

42．9
27．0

36．4
50．0

33．3
28．6

21．6

21．6

9．1

55．6
28．6

54．5
50．0

11．1

18．9
18．2

37．5
22．2

18．9
27．312．5

50．0
11．1

14．3
16．2

18．2
12．5

11．1
28．6

13．5
18．2

12．5
11．1

14．3
13．5

9．1
37．5

11．1

13．5
18．2

25．0
11．1

5．4
12．5

50．0

5．4

50．0
14．3

5．4

11．1
14．3

2．7

2．7
14．3

9．1

0．0
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５割近くが可能性ありと回答

⃝�全体では「なし」が37.8％で最も多い一方、「大いにある」「多少はある」の合計は45.9％と半数
近くが可能性ありと回答している。
⃝�業種別では「大いにある」「多少はある」の合計が最も高いのは農林水産業で54.6％。「むしろ削除」
が最も高いのも農林水産業で9.1％であった。

�［単純集計（%）］

［業種別クロス集計（%）］

問５ 事業の多角化、業種転換

今後の事業の多角化、業種転換などの可能性は。（単一回答）

N=37

大いにある
13．5

わからない
13．5

むしろ削減
2．7

なし
37．8

多少はある
32．4

全体（N=37）

農林水産業（N=11）

製造業（N= 8）

建設業（N= 2）

生活サービス業（N= 9）

その他（N= 7）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いにある 多少はある なし むしろ削減 わからない 無回答

13．5

9．1

12．5

33．3

57．1 28．6 14．3

11．1 22．2 33．3

25．0

100．0

62．5

45．5 27．3 9．1 9．1

32．4 37．8 2．7 13．5
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８割以上が「増やしたい」と回答

⃝�全体では「増やしたい（予定あり）」が51.4%となり、「増やしたい（予定あり）」「増やしたいが
現実的に難しい」の合計は81.1％となった。
⃝�業種別では「増やしたい（予定あり）」が最も高いのはその他を除くと製造業で75.0％。次いで生
活サービス業が44.4％となった。

�［単純集計（%）］

［業種別クロス集計（%）］

問６ 今後の雇用拡充について

今後雇用を増やしたいと思いますか。（単一回答）

現状維持
18．9

増やしたいが
現実的に難しい

29．7

増やしたい
（予定あり）
51．4

N=37

全体（N=37）

農林水産業（N=11）

製造業（N= 8）

建設業（N= 2）

生活サービス業（N= 9）

その他（N= 7）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

増やしたい 増やしたいが
難しい 現状維持 むしろ減らしたい 無回答

51.4 29.7 18.9

36.4 45.5

75.0 25.0

50.0 50.0

44.4 22.2 33.3

71.4 14.3 14.3

18.2
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「現場・実務に携わる労働力となる人材」が最多

⃝��全体では最も高いのは「製造・販売等の現場・実務に携わる労働力となる人材」で63.3％、次い
で高いのは「営業活動・営業開拓など営業力を持つ人材」で46.7％となっている。

問６-1 求める人材

求める人材について。（複数回答）

製造・販売等の現場・実務に携わる
労働力となる人材

営業活動・営業開拓など営業力を
持つ人材

企画・新商品開発、研究など、
専門性・技術力を持つ人材

情報発信、SNS・IT 活用などの
先端技術の能力を持つ人材

経理・総務など間接部門の人材

その他（N=6）　建設業（N=1） 生活サービス業（N=6）　
農林水産業（N=9） 製造業（N=8）全体（N=30）

0．0 20．0 40．0 60．0 80．0 100．0 120．0 

その他

63．3
77．8
75．0

100．0
16．7

66．7

46．7
44．4

75．0

33．3
33．3

36．7
33．3

50．0
100．0

50．0

26．7
11．1

37．5

16．7
50．0

23．3

37．5

33．3
33．3

6．7

33．3
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「労働力の確保の容易性」の満足度が最も低く、「行政の支援・協力」の満足度が最も高い

⃝�“良い”“まあ良い”の合計が最も高いのは「行政の支援・協力」で54.0％。次いで「自然環境」
が43.2％、「都市環境条件」が29.7％となった。
⃝�一方、“やや悪い”“悪い”の合計が最も高いのは「労働力の確保の容易性」で78.3％。次いで「道
路、航路、空路など交通条件」が54.0％となった。
⃝�良い、悪いなどの意識を一つの指標で比較するため、回答を満足度指数に変換し多い順に並べた
のが下表である。「行政の支援・協力」が最も高く、「労働力の確保の容易性」が最も低い。

�［単純集計（%）］

［満足度指数分析］

問７ 営業環境、市場規模、労働環境

貴社を取り巻く五島市内の営業環境、市場規模、労働環境などについて。（複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合評価

労働力の確保の容易性

道路、航路、空路など交通条件

市場の近さ、市場の規模

原材料調達、仕入れの容易性

情報基盤（ネット回線等）

自然環境条件

行政の支援・協力

都市環境条件（水道・電力等）

事業所間の連携のしやすさ

N=37

良い まあ良い 普通 やや悪い 悪い 不明

8．1 8．1 59．5 16．2 2．7 5．4

2．7 13．5 37．8 27．0 13．5 5．4

2．7 18．9 32．4 45．9

5．4 13．5 32．4 37．8 2．7 8．1

5．4 5．4 32．4 40．5 13．5 2．7

5．4 10．8 56．8 13．5 10．8 2．7

16．2 27．0 45．9 8．1 2．7

8．1 21．6 64．9 2．7 2．7

5．4 13．5 75．7 5．4

18．9 35．1 40．5 5．4

低い（最大△2．0） 満足度 高い（最大2．0）

労働力の確保の容易性

道路、航路、空路などの交通条件

市場の近さ、市場の規模

原材料調達、仕入れの容易性

情報基盤（ネット回線等）

自然環境条件

事業所間の連携のしやすさ

都市環境条件（水道・電力等）

行政の支援・協力 0．62

-1．50 -1．00 -0．50 0．00 0．50 1．00

0．33

0．26

0．00

-0．14

-0．21

-0．37

-0．53

-1．22
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４割以上が「有能な人材の確保」を重視

⃝�全体では「有能な人材の確保」が45.9％で最も高く、次いで「現職員の人材育成・能力開発」、「販
路・市場拡大」が29.7％で続いている。
⃝�業種別に見ると、各業種で最も高いのは、農林水産業、建設業では「有能な人材の確保」、製造業
では「新商品・新企画開発」、生活サービス業では「観光との連携」となり、各業種間で結果が変
わることが分かった。

�［単純集計（%）］

問８ 売上向上、事業拡大・多角化を目指す場合に重視すること

今後、貴社の売上向上、事業拡大・多角化を目指す場合、何を重視したいと思いますか。（複数回答）

0．0 5．0 10．0 15．0 20．0 25．0 30．0 35．0 40．0 45．0 50．0

有能な人材の確保

現職員の人材育成・能力開発

販路・市場拡大

情報発信の強化

IoTやロボットなどの先端技術の活用

観光との連携

新商品・新企画開発

流通コスト・体制の改善

大学や研究機関との連携

設備投資

資金力の強化

新店舗・新事業所の設置

企業間・業種間の連携強化

金融機関との連携強化

その他

不明

N=37

45．9

29．7

29．7

27．0

21．6

21．6

16．2

13．5

13．5

13．5

8．1

2．7

2．7

0．0

5．4

5．4
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［業種別クロス集計（%）］

0．0 20．0 40．0 60．0 80．0 100．0 120．0

有能な人材の確保

現職員の人材育成・能力開発

販路・市場拡大

情報発信の強化

IoTやロボットなどの先端技術の活用

観光との連携

新商品・新企画開発

流通コスト・体制の改善

大学や研究機関との連携

設備投資

資金力の強化

新店舗・新事業所の設置

企業間・業種間の連携強化

金融機関との連携強化

その他

不明

45．9
54．525．0 100．044．4

42．9
29．718．2 25．00．0 33．3

57．1
29．7

63．6
25．00．0 11．1

14．3
27．018．2 25．0 50．0

44．414．3
21．6
27．312．5 50．00．0 42．9

21．60．0 12．50．0 66．7
14．3
16．2 27．3

37．50．00．00．0
13．5 27．3

25．00．00．00．0
13．5

9．112．5
50．0

11．1
14．3
13．5
18．2

12．50．0 11．1
14．3

8．1
9．1
12．50．00．0

0．00．0
0．0
0．0

0．00．00．00．0
0．00．00．00．00．00．0

0．00．0

0．0

0．0
0．00．0

14．3
2．7

11．1

2．7
9．1

5．4

5．4
12．5

50．0
11．1

14．3

全体（N=37）　農林水産業（N=11）　製造業（N=8）　建設業（N=2）　生活サービス業（N=9）　その他（N=7）　
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④五島市総合戦略策定に関するワークショップ

　第２期総合戦略の将来ビジョンや重点事業を検討するためのワークショップを以下のとお
り実施した。

１．日時：平成31年３月13日（水）　13：30～ 16：30
２．ワークショップ参加者及び運営スタッフ
　　①参加者：21名�
　　②全体コーディネーター：（公財）ながさき地域政策研究所
　　②グループファシリテーター：市役所職員４名＋（公財）ながさき地域政策研究所２名
３．到達目標
　◎到達目標１：五島市の重点分野の絞り込み
　◎到達目標２：重点分野の中で必要な具体的取り組み（事業）に関するアイデアだし

�スケジュール
時　　間 内　　　　容

13：00～ 13：30 受付（名簿確認。くじ配布。椅子席へ誘導）
13：30 開会
13：30～ 13：45 オリエンテーション

　①会議の目的・到達目標
　②スケジュール・検討手順
　③五島市の現状・課題

13：45 班分け（ABCDの各席へ移動）
13：50～ 14：00 アイスブレイク

　（自己紹介：五島市の好きなところ）
14：00～ 14：45 セッション１：重点分野の絞り込み

　①カード記入（１人３枚まで）３分
　②各自発表
　③ディスカッション
　④まとめ

14：45～ 15：00 グループ発表
15：00～ 15：45 セッション２：重点分野の中で特に重要な取り組み

　　　　　　　（事業の具体的なイメージ）
　①カード記入（１人３枚まで）５分
　②各自発表
　③ディスカッション
　④まとめ

15：45～ 16：00 グループ発表
16：00～ 全体総括・まとめ（WSから見えてきたもの）

総合戦略策定に向けたアンケート調査等



観  光

医療・福祉

《キーワード》
世界（海外）／VIP／リピーター
富裕層／シニアリゾート　など

《キーワード》
人材確保／コミュニティ
ゆりかごから墓場まで
医療最先端／富裕層
世界／シニアパラダイス
安心／孤独を感じない

産業・雇用
《キーワード》
起業／先端技術活用
商品開発／地場企業

農林水産業
《キーワード》
世界進出

海洋資源の活用
全国への発信

子育て

情報発信

芸術文化

国際交流

物産・ブランド

《キーワード》
遊び場
子育て

交通
《キーワード》

安心

移住・定住
《キーワード》

移住／教育／女性の活躍
情報基盤／生活

教育
《キーワード》
基礎学力
英語教育

大学・専門学校

基本目標Ⅰ：五島の恵みを活かし、雇用を生み出す“しま”をつくる
基本目標Ⅱ：五島の魅力を発信し、世界に誇れる“しま”をつくる
基本目標Ⅲ：安全・安心で住みやすさ日本一の“しま”をつくる
基本目標Ⅳ：五島の宝・子どもが育ち、輝く“しま”をつくる

（参考）第１期総合戦略の基本目標との整合性チェック

第１期総合戦略では４つ
の基本目標に対し、戦略
となる 14 のプロジェク
トが位置付けられていま
す。今回のワークショッ
プで「五島市の目指す姿」
について多く出された意
見としては、観光、医療・
福祉、移住・定住、産業・
雇用などであり、第１期
総合戦略の基本目標との
整合性を確認したとこ
ろ、下図のとおり概ね一
致していることがわかり
ました。そのため、第２
期五島市総合戦略では、
第１期総合戦略の基本目
標は継続することとし、
時代潮流や市民・事業者
ニーズに応じ 14 のプロ
ジェクトの見直しを行う
ことが適当であると考察
されます。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
主
な
意
見
と
第
１
期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
と
の
整
合
性
確
認

※

円
の
大
き
さ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
時
の
意
見
数
に
比
例
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観  光

医療・福祉

《キーワード》
世界（海外）／VIP／リピーター
富裕層／シニアリゾート　など

《キーワード》
人材確保／コミュニティ
ゆりかごから墓場まで
医療最先端／富裕層
世界／シニアパラダイス
安心／孤独を感じない

産業・雇用
《キーワード》
起業／先端技術活用
商品開発／地場企業

農林水産業
《キーワード》
世界進出

海洋資源の活用
全国への発信

子育て

情報発信

芸術文化

国際交流

物産・ブランド

《キーワード》
遊び場
子育て

交通
《キーワード》

安心

移住・定住
《キーワード》

移住／教育／女性の活躍
情報基盤／生活

教育
《キーワード》
基礎学力
英語教育

大学・専門学校

基本目標Ⅰ：五島の恵みを活かし、雇用を生み出す“しま”をつくる
基本目標Ⅱ：五島の魅力を発信し、世界に誇れる“しま”をつくる
基本目標Ⅲ：安全・安心で住みやすさ日本一の“しま”をつくる
基本目標Ⅳ：五島の宝・子どもが育ち、輝く“しま”をつくる

（参考）第１期総合戦略の基本目標との整合性チェック

第１期総合戦略では４つ
の基本目標に対し、戦略
となる 14 のプロジェク
トが位置付けられていま
す。今回のワークショッ
プで「五島市の目指す姿」
について多く出された意
見としては、観光、医療・
福祉、移住・定住、産業・
雇用などであり、第１期
総合戦略の基本目標との
整合性を確認したとこ
ろ、下図のとおり概ね一
致していることがわかり
ました。そのため、第２
期五島市総合戦略では、
第１期総合戦略の基本目
標は継続することとし、
時代潮流や市民・事業者
ニーズに応じ 14 のプロ
ジェクトの見直しを行う
ことが適当であると考察
されます。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
主
な
意
見
と
第
１
期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
と
の
整
合
性
確
認

※

円
の
大
き
さ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
時
の
意
見
数
に
比
例
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